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子どもの感性は様々・・・、どの感性にも感動！！ 
 
夏休みも終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。 

今年の２学期は、８８日間の予定です。コロナ禍における新しい生活様式を意識しながらの学校生活となります

が、さらに主体的に行動する子どもたちの成長した姿を目標に、共に歩んでいきたいと思います。 
 

 夏休みの学校行事でのエピソードから  
 
８月３日（月）から４日（火）、５年生は山形県朝日少年自然の家で「宿泊体験学習」を実施しました。 

様々な活動制限のある中でしたが、施設や保護者の方々のご理解を得て、「今できること」を具現化した活動メ

ニューが出来上がり、子どもたちに「価値ある体験」を提供できたと考えています。その一つは、「野外炊飯」です。

しかしこの「野外炊飯」も、コロナ禍の中で、「食材の下準備は不

可」「調理不可」などの規制がかかっており、きわめて実施が厳し

い状況にありました。現実的に実施できたのは、「火を焚いて、お湯

を沸かしたこと」だけ・・・。大人の物差しでは「決して野外炊飯と言

えるものではない」と考えてしまいがちですが、子どもたちの感想

は、「火を焚くのが大変だった」「火を焚けてうれしかった」「野外炊

飯が楽しかった」「カレー（レトルト）がおいしかった」等など、満足

そうに笑顔で思いを発表してくれたのです。 
 

  子どもの学びは無限大・・・！  
 

子ども自身が主体的に取り組んだ活動は、個々人にとって、「確かな自信につながる価値ある体験」になるのだ

と感じた出来事でした。また、大人の考えや心配を吹き飛ばすほどの様子に、「子どもの学びは無限大である」と

実感しました。コロナ禍の制限下の中でも、実施しなければ、この感想は生まれません。当然、「野外炊飯」などの

言葉すら子どもたちから出てくることもなかったかもしれません。この制限の中においても、その中で「今できるこ

と」を実施した結果の「子どもの真の学び」だと思うと、とても嬉しくなるエピソードだったので、紹介をさせていた

だきました。 
 

 「With コロナ  （コロナと共に）」  
 
まだまだコロナウイルス感染については、出口が見えない状況です。学校においては、今後も、「新しい生活様

式」を意識しながら、創意工夫した各行事や日々の学校生活を考えていきます。 

今年度の秋季大運動会もその一つです。コロナウイルス感染予防の三密対策として、運動会週間を設け、徒競

走（８０ｍや１００ｍ）は平日に学年ごとに開催し、団体競技や応援表現などは、９月１２日（土）に、学年ブロックご

と時間帯を決めての分散開催とするなど、子どもたちと一緒になって「今できること」を考えました。 

今年の運動会は、例年の運動会と比較すれば、とても短時間で内容的ボリュームも少ないものかもしれません

が、自分たちで考えた「コロナ禍の中での運動会」も、必ずや「子どもの真の学び」を引きだす「価値ある体験」に

なると信じています。 

学校においては、これからも、「子どもの育ち」を第一に考え、従来の形にこだわらない「柔軟な発想力」を持っ

て、各関係機関や保護者の皆様と連携・協力しながら「子どもたちの成長を支援していきたい」と思いますので、

よろしくお願いいたします。                                             （ 校長 土 屋 常 義 ） 



◇ 価値ある体験を～自然の家宿泊体験学習～  

 8月3日（月）～4日（火）に、5年生が山形県朝日少年自然の家で、宿泊体験学習を行いました。

コロナ禍の中、夏休み中の実施ということで、「自然の家を完全貸し切り」や「往復のバスの増車」、

さらに暑さ対策も踏まえ、西川町志津のネイチャーセンターでの活動も加えました。 

 

 
◇「ねがいましては」 ～４年生 そろばん教室～ 

 

 ４年生の算数では、「そろばん」を使って、その仕組みを利用して計算したり計算の仕方を説明した

りすることを学習しま

す。この学習では、「そ

ろばん教室」の先生を

お招きして学習を進

めました。 



◇ ２学期頑張りたいこと 

 8 月 19 日（水）の始業式で、4 年生の斎藤小登さんが児童代

表の言葉を発表しました。全校生が聞いている中、堂々と 2 学

期の抱負を発表することができました。 

 校長先生からも、「自分から」の思いを大切に２学期がんばろ

うというお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  秋季大運動会 ～徒競走の部開催～ 
9月 12日は第１０回秋季大運動会です。今年度は、コロナウイルス感染防止の観点から、９月７日（月）より徒競

走が始まり、１２日（土）は団体競技、応援表現を行います。さらに、保護者の参観を密にならないよう工夫して行

うようにしています。現在、徒競走実施期間です。コロナ禍の中、「全員 全力 前進 つながろう未来へ」のスロー

ガンのもと、子ども達と職員が今できることを考え、工夫をしながら運動会に取り組んできました。9 月に入り、

残暑が厳しところではありますが、運動会の練習、準備、そして徒競走を通じ、子どもの成長を実感しているとこ

ろです。「嬉しい表情、悔しい表情」、どの子どもも自分ごととして運動会にのぞみ、全力で挑戦している姿に感動

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みも終わり、2学期が始まります。わたしが 2学期がんばりたいことは３つあります。 

 1 つ目は、苦手な算数をがんばることです。とくに苦手なのは、小数です。小数を、10 倍、100 倍、10 分の１にする時

にまちがえてしまうので、分かるようになりたいです。苦手ではなくなるように、自学を工夫して勉強したいです。 

 2 つ目は、走ることです。わたしはあまり体力がないので、たくさん運動して、ずっと元気でいたいです。2学期は、

運動会やマラソン記ろく会など、走る行事があります。体育の時間にたくさん練習して、去年の自分より速く走りたいで

す。 

 3 つ目は、あいさつです。わたしは、朝、横断歩道のところでいつも見ている人にあいさつをしていますが、登校中な

ど、地いきの人達にはあいさつができていませんでした。相手からあいさつをしてくれると、「おはようございます。」と

返しますが、はずかしくて自分からはできていません。あいさつをすると気持ちがいいし、返してくれるとうれしいで

す。あいさつは、人をえ顔にします。だから、「自分から進んで」あいさつをして、自分も相手もえ顔にしたいです。 

 わたしは、この３つのことをがんばって、え顔で元気に 2学期をすごしたいです。そして、2学期のおわりには、「が

んばったね！」と自分に言ってあげられるようにしたいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 校内行事 

12 土 秋季大運動会 

13 日  

14 月 振替休業日（９/１２分） 

15 火 ３年ヤマザワ見学 ６年租税教室 

運動会係会反省会 

不審者対応訓練（職員） 

16 水 ＰＴＡあいさつ立哨 ＩＳＯの日 

教育実習生授業研究会 

委員会活動 

17 木 ＰＴＡあいさつ立哨 ＩＳＯの日 

避難訓練（不審者対応） 

18 金 特別日課 運動会解団式 

校内授業研究会 

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

23 水 ３年ヤマザワ見学 

クラブ活動 

24 木 午前授業 ３年ヤマザワ見学  

25 金 午前授業 

26 土  

27 日 ２年学年行事「親子サイエンス教室」 

28 月 ４年校外学習（大森山） 

29 火 読み聞かせ（１・２年） 

30 水  

１ 木  

２ 金 特別日課 弁当の日 

☆創立１０周年特別事業 

～しげちゃん一座来校～ 

３ 土  

４ 日  

５ 月 午前授業 個人面談① 

６ 火 午前授業 個人面談② 

７ 水 午前授業 個人面談③ 

８ 木 午前授業 個人面談④ 

９ 金  

個人面談が始まります 

10/５日(月)～８日(木)までは，通知

表配布のための個人面談が計画され

ています。前期の学習や生活について，

お子さんのがんばったことやもっと伸び

そうなことについて担任からお話させて

いただきます。既に各学級から詳しい日

程が配布されていますので，ご確認を

お願いします。 

創立１０周年記念 
「読み聞かせライブ」 

しげちゃん一座来校！ 
 

「しげちゃん一座」は、女優の室井滋さ

ん、絵本作家の長谷川義史さん、ジャ

ズ・サックスの岡淳さん、「ねこのピート」や

「えがない えほん」などの翻訳で話題の

大友剛さんの４人をメンバーとするユニッ

トです。 

 絵本の読み聞かせやトーク、歌、マジッ

クなどの公演で、これが本当におもしろ

い！子ども大人も楽しめる内容で、全国

各地で公演されています。 

その「しげちゃん一座」が、１０月２日に

大森小学校にやってきます。今回は、コロ

ナ禍のため子どもたちだけの鑑賞となりま

すが、滅多に見られない本物の舞台を、

十分に楽しんでほしいと思っています。 

 



 


